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昨日、３年ぶりとなる参集型の全校朝会を体育
館で行いました。体育主任の佐久川先生から、体
育館の使い方やボールの使い方について、生徒指
導主任の大城良友先生から、校内での安心・安全
な過ごし方と仲良く、楽しく過ごすにはどうすれ
ばいいかというお話でした。どちらも、ルールや
マナーについてのお話でしたが、先生からの問い
かけに相づちを打ったり、返事をしたりと子ども
たちの真剣な聴き方に、さすが名護小っ子だと感
心しました。コロナ禍前の状態にに少しずつ戻り
つつあり、休み時間には、校庭で元気に遊ぶ子ど
もたちが多くなり、嬉しい限りですが、一方でケ
ガも心配もあります。これから児童会を中心に休
み時間の過ごし方など話し合っていきたいです。

去る１２日に委員会活動発足集会を行いまし
た。昨年の３月に委員会活動を始めていますが、
委員会活動での６年生の活躍がとても素晴らしい
と評判です。また、朝のボランティア活動を積極
的にしてくれる子も多いと感じています。自分の
役割を責任を持って果たすだけでなく、学校を良
くしようとリーダーシップを発揮しているようで
す。これからも６年生の活躍から目が離せません

１８日に，全国学力・学習状況調査が行われま
した。６年に進級して間もなくのテストで、復習
の時間も十分に取れない中でのテストでしたが、
子どもたちは真剣に問題に向き合っていました。
学校での採点後、全職員で課題を分析し、弱点

の改善や授業改善に取り組んでいきますが、学力
向上には家庭での自学がとても大切になりますの
で、ご家庭でも学習の見守りをお願いします。
結果については後日、報告いたします。

名護小学校ホームページにカラー版を掲載しています。



今年度、授業改善リーダーとして森元幹生先生が赴任してきました。これまで、新学習指導要領で
示された「主体的で対話的な深い学び」に向けて本校でも授業改善＆授業挑戦に取り組んでまいりま
したが、その取り組みに心強い仲間が加わわったことになります。森元先生による、全クラスへの示
範授業と全クラスの授業参観を通して、先生方もリフレクション（振り返り）を行い、授業改善へと
つなげています。まだ、始まったばかりですが、子どもたちの学ぶ意欲を育み、授業の足跡（振り返
り）が次の授業や家庭での自学へとつながる授業を目指して、先生たちも学んでいます。
大人も子どもも「学びたい！」がいっぱいの｢学び舎｣として学校へ、一歩一歩進んでいきます。

３月25日に行われた第27回ルーセント杯県小学生大会と４月16
日に行われた第５回Ｇｌｅａｍカップで、５年女子の小浜千桜さ
んが３位入賞をしたことを報告に来てくれました。
千桜さんは、これまでもソフトテニスで大活躍でしたが、これ

からの活躍もとても楽しみです。
また、ソフトテニスに興味がある人は，ぜひ一緒にやりましょ

うと募集のポスターも持ってきていました。いかかですか？

「書く」集中力 「聴く」集中力

「ふりかえり」がいっぱい


